
説
一
切
有
部
に
お
い
て
、
常
に
善
心
と
相
応
す
る
心
所
が
独
立

し
て
心
所
法
の
分
類
に
加
え
ら
れ
た
の
は
『
品
類
足
論
』
に
お
い

て
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
十
大
善
地
法
云
何
、
謂
信

・
勤
・
噺
・
槐
・
無
貧
一
・
無
瞑
・
軽
安
・
捨
・
不
放
逸
・
不
害
」

（
大
正
妬
‐
・
六
九
八
ｃ
）
と
説
か
れ
、
大
善
地
法
と
し
て
十
項
の
心
所
①

法
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
爾
来
、
こ
の
部
派
に
お
け
る
善
心
所
の

項
目
は
、
『
阿
毘
曇
甘
露
味
諭
』
を
始
め
、
『
倶
舎
論
」
『
順
正
理

論
』
や
、
さ
ら
に
後
期
の
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
パ
』
に
至
る
ま

で
、
訳
語
や
そ
の
順
序
に
多
少
の
異
動
は
あ
っ
て
も
、
信
等
の
十

項
目
で
あ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
論
害
に
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ

②

で
あ
る
。
し
か
し
、
琉
伽
唯
識
学
派
に
お
い
て
は
、
共
通
し
て
、

説
一
切
有
部
の
大
善
地
法
に
含
ま
れ
る
十
心
所
法
以
外
に
、
無
療

一
無
凝

心
理
的
諸
概
念
の
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
分
析

Ｉ
善
心
所
Ｉ

を
加
え
て
、
善
心
所
を
十
一
法
と
し
て
い
る
の
は
周
知
の
如
く
で

あ
る
心説
一
切
有
部
に
お
い
て
、
無
療
を
大
善
地
法
に
加
え
な
い
理
由

は
、
次
の
『
倶
舎
論
」
の
一
文
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

無
擬
も
〔
無
負
・
無
脹
と
同
様
に
善
根
で
〕
あ
る
が
、
そ
れ

は
〃
慧
を
本
質
と
す
る
も
の
″
（
冒
幽
言
呉
目
鳥
騨
）
で
あ
る
。

し
か
も
、
慧
は
大
地
〔
法
〕
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
（
無
療
）

は
ま
さ
に
大
善
地
〔
法
〕
と
は
言
わ
れ
な
い
（
シ
閑
．
や
認
）
。

慧
な
る
心
所
は
、
初
期
の
仏
教
に
お
い
て
は
、
無
明
の
対
治
で

あ
り
、
専
ら
善
浄
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
・
ハ
ー
リ
・

ア
ビ
ダ
ン
マ
で
も
こ
れ
を
承
け
て
、
有
漏
慧
と
無
漏
慧
の
別
は
あ

っ
て
も
、
す
べ
て
善
浄
な
る
も
の
で
あ
り
、
無
癖
と
相
通
ず
る
も

の
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
説
一
切
有
部
で
は
、
慧
は
必
ず
し
も
善

と
は
限
ら
な
い
。
諸
悪
見
を
も
慧
の
心
所
に
収
め
る
か
ら
、
悪
の

吉
元
信
行
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慧
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
説
一
切
有
部
に
お
い
て
は
、
慧
は
、

善
・
不
善
・
無
記
の
三
性
及
び
有
漏
・
無
漏
に
通
ず
る
幅
広
い
意

味
を
も
つ
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
『
倶
舎
論
』
に
お
い
て
、

慧
は
「
法
を
審
査
す
る
こ
と
（
官
煙
ぐ
ざ
昌
曾
）
で
あ
る
」
念
炭
も
翌
）

と
定
義
さ
れ
る
の
み
で
、
そ
の
対
象
に
如
何
な
る
限
定
も
な
さ
れ

ず
、
こ
れ
は
十
大
地
法
の
中
に
数
え
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
心
・
心
所

と
如
何
な
る
場
合
も
倶
生
す
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
礒
伽
唯
識
学
派
で
は
、
こ
の
慧
は
、
あ
る
限

定
さ
れ
た
境
を
対
象
と
す
る
別
境
心
所
の
中
に
数
え
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
、
『
集
論
』
に
お
け
る
慧
の
定
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

慧
（
官
四
百
四
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
ま
さ
に
観
察
す
べ
き

（
二
冨
冒
国
冨
冒
）
も
の
（
ぐ
Ｐ
“
目
）
に
お
け
る
諸
法
を
審
査

す
る
こ
と
（
直
●
騨
菖
８
苫
）
で
あ
る
。
疑
惑
（
の
騨
鼠
亀
四
）
を

③

〃
除
去
す
る
こ
と
を
機
能
と
す
る
〃
（
ぐ
急
ぐ
閏
冨
口
騨
‐
冨
爲
日
巴
畠
）

（
毎
ｍ
。
、
や
］
つ
．
○
昂
．
シ
伊
ロ
．
ｍ
の
鰐
口
法
禦
．
切
句
口
戸
Ｉ
唖
）
。

同
じ
慧
の
定
義
と
し
て
、
『
玲
伽
論
』
で
は
次
の
如
く
規
定
さ

れ
て
い
る
。

慧
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
観
察
す
べ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の

に
お
い
て
〔
は
た
ら
く
こ
と
〕
を
特
質
と
す
る
諸
法
の
審

査
で
あ
る
。
〔
そ
れ
は
〕
〃
如
理
に
な
さ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
〃

（
旨
魍
‐
ぐ
旨
冨
国
吻
）
、
あ
る
い
は
不
如
理
に
な
さ
れ
た
と
い
う

点
か
ら
、
あ
る
い
は
非
如
理
・
非
不
如
理
に
な
さ
れ
た
と
い

う
点
か
ら
〔
の
審
査
〕
で
あ
る
。
（
中
略
）
慧
は
何
を
機
能
と
す

る
か
・
戯
論
の
所
行
、
及
び
雑
染
と
清
浄
と
に
随
順
し
て
推
察

す
る
こ
と
（
ぬ
自
胃
煙
目
）
を
機
能
と
す
る
含
胃
弓
．
９
１
日
）
。

こ
の
よ
う
な
『
集
論
』
や
『
琉
伽
論
』
に
お
け
る
慧
の
定
義
の

仕
方
は
、
詳
細
・
簡
略
の
差
異
は
あ
っ
て
も
、
『
成
唯
識
論
』
『
顕

揚
諭
』
『
五
穂
論
』
『
唯
識
三
十
頌
釈
』
な
ど
琉
伽
系
諭
吉
に
ほ
ぼ

共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
琉
伽
唯
識

学
派
に
お
け
る
慧
の
定
義
は
、
観
察
す
べ
き
対
象
に
つ
い
て
如
理

で
あ
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
慧
は
、
そ
の
対
象
が
戯
論
の
所
行
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は

雑
染
な
る
も
の
か
清
浄
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
推
察
す
る
こ
と
に

よ
り
、
疑
惑
を
除
去
す
る
機
能
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
観
点
に
立
て
ば
、
慧
の
対
象
は
当
然
限
定
さ
れ
て
く
る
か
ら
、

対
象
を
観
察
し
よ
う
と
し
な
い
ぼ
ん
や
り
し
た
心
な
ど
に
は
慧
は

存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
慧
は
別
境
心
所
に
分
類
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
、
琉
伽
唯
識
学
派
に
お
い
て
は
、
何
故
、
無
療
を
慧

よ
り
別
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る

た
め
に
、
先
ず
、
『
集
論
』
に
お
け
る
無
療
の
定
義
を
見
る
こ
と

に
し
よ
う
。
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＊

⑥
無
療
（
：
５
富
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
〔
業
の
〕
果
報

（
ぐ
ぢ
鼻
四
）
よ
り
、
あ
る
い
は
、
聖
教
（
舟
四
目
沙
）
よ
り
、
あ
る
④

い
は
、
証
得
（
且
冒
窓
昌
四
）
よ
り
、
〔
生
じ
た
〕
智
で
あ
り
、

⑤

審
査
（
百
四
房
騨
昌
竪
剴
）
で
あ
る
。
悪
行
の
不
生
起
に
〃
拠
り

所
を
与
え
る
こ
と
″
（
３
日
昌
吟
葛
沙
‐
鼠
邑
騨
）
を
機
能
と
す
る

（
シ
の
の
．
や
』
句
．
。
｛
．
シ
の
目
．
つ
⑤
吟
豆
酔
酔
・
函
つ
ゆ
ｑ
）
。

こ
の
所
説
を
『
釈
論
』
に
よ
っ
て
理
解
す
る
と
次
の
如
く
な
ろ

う
。
「
果
報
よ
り
〔
生
じ
た
〕
」
と
は
、
生
得
の
慧
の
こ
と
で
あ
る
。

生
得
と
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
も
の
で
、
前
世

の
善
業
の
果
報
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
聖
教
よ
り
〔
生

じ
た
〕
」
と
は
、
間
・
思
所
成
の
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
聞
所
成
と

は
釈
尊
の
教
え
を
聞
く
こ
と
に
基
く
慧
で
あ
り
、
思
所
成
と
は
、

真
理
の
考
察
に
基
い
た
慧
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
も
聖
教

よ
り
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
証
得
よ
り
〔
生
じ
た
〕
」
と
は
、

修
所
成
の
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
修
習
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
の
慧

⑥

は
真
理
の
証
得
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
「
審
査
」
と
は
、
知

性
を
伴
っ
た
慧
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
、
堅
固
に
し
て
、
勇

⑦

勤
な
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
‐
て
、
こ
の
無
癬
は
、
三
善
根
の
一
と

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
悪
行
の
起
ら
な
い
こ
と
の
基
本
と
な
る
べ
き
も

の
と
し
て
、
こ
こ
に
善
心
所
に
数
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
聡
伽
唯
識
学
派
に
お
い
て
、
無
療
と
は
、
生

得
・
間
・
思
・
修
の
四
慧
に
基
い
て
、
前
世
の
善
業
を
、
あ
る
い

は
聖
教
を
聞
思
す
る
こ
と
を
、
あ
る
い
は
真
理
の
証
得
な
ど
を
縁

と
し
て
得
ら
れ
た
智
で
あ
り
、
堅
固
・
勇
勤
な
る
知
性
を
伴
っ
た

慧
の
こ
と
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
我

々
は
、
次
の
『
唯
識
三
十
頌
釈
』
に
お
け
る
慧
の
定
義
に
注
目
し

⑧

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
お
け
る
慧
の
定
義
に
は
、
先
に
あ

げ
た
『
集
論
』
及
び
『
琉
伽
論
』
に
お
け
る
定
義
と
同
じ
所
述
を

含
み
な
が
ら
も
、
更
に
詳
し
い
説
明
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
『
琉

伽
論
』
に
お
い
て
、
慧
に
は
、
如
理
と
い
う
点
か
ら
、
不
如
理
と

い
う
点
か
ら
、
あ
る
い
は
非
如
理
非
不
如
理
と
い
う
点
か
ら
の
三

種
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
如
理
等
に
関
す
る

慧
に
つ
い
て
次
の
様
に
註
釈
さ
れ
る
。

如
理
含
○
鳴
）
と
は
正
理
ｑ
鳥
註
）
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら

に
聖
言
量
臼
冒
○
息
号
笛
）
と
比
量
（
画
昌
一
昌
曽
Ｐ
）
と
現
量
（
百
秒
‐

ご
鳥
駕
）
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
種
の
如
理
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
が
如
理
に
な
さ
れ
た
〔
審
査
〕
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ

れ
は
、
間
よ
り
な
る
も
の
（
陣
屋
菌
‐
自
画
着
）
と
思
よ
り
な
る
も

の
（
・
冒
菌
‐
目
。
）
と
修
習
よ
り
な
る
も
の
（
冒
習
秒
目
‐
旨
。
）
と
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
聖
教
（
苔
冨
ぐ
四
。
豊
〕
Ｐ
）
の
証
拠
か
ら
な
る

認
知
（
勢
ぐ
号
。
目
煙
）
が
聞
よ
り
な
る
〔
審
査
〕
で
あ
る
。
正

理
の
思
惟
よ
り
生
じ
た
〔
認
知
〕
が
思
よ
り
な
る
〔
審
査
〕

TO
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で
あ
る
。
定
よ
り
生
じ
た
〔
認
知
〕
が
修
習
よ
り
な
る
〔
審

査
〕
で
あ
る
。
不
如
理
と
は
聖
言
量
な
ら
ざ
る
も
の
と
比
量

に
類
似
し
た
も
の
（
妙
ロ
ロ
ョ
習
思
目
の
鯉
）
と
邪
に
集
中
さ
れ
た

定
と
で
あ
り
、
そ
の
不
如
理
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
が
不
如

理
に
な
さ
れ
た
〔
審
査
〕
で
あ
る
。
生
得
な
る
も
の
と
世
俗

的
日
常
性
の
認
知
と
は
非
如
理
非
不
如
理
に
な
さ
れ
た
〔
審

査
〕
で
あ
る
宵
ぐ
旨
い
や
圏
）
。

こ
こ
に
お
い
て
、
如
理
に
な
さ
一
れ
た
審
査
の
説
明
と
し
て
へ
間

・
思
・
修
所
成
な
る
概
念
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
非
如
理
非
不

如
理
に
な
さ
れ
た
審
査
の
説
明
の
中
の
一
つ
に
生
得
な
る
概
念
が

認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
琉
伽
唯
識
学
派
に
お
い
て
は
、
慧
の

中
で
、
生
得
等
の
四
慧
よ
り
生
ず
る
も
の
の
み
を
智
と
し
て
別
立

し
、
そ
れ
を
無
擬
と
呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
℃
従
っ
て
、

『
琉
伽
論
」
を
始
め
『
集
論
』
や
「
唯
識
三
十
頌
釈
』
に
お
い
て

は
、
無
凝
を
別
立
し
な
が
ら
も
、
善
慧
と
み
な
し
て
、
慧
心
所
の

一
分
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
職
伽
唯
識
学
派
内
部
に
も
、
こ
の
考
え
方
に
反
対
し
、

無
凝
は
、
慧
心
所
と
は
異
っ
た
自
性
を
も
つ
法
で
あ
る
と
主
張
す

⑨

る
人
々
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら
に
よ
る
と
、
無
擬
は
、
正
し

く
、
煩
悩
心
所
の
中
の
無
明
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
へ
無
負
や

無
瞑
の
如
く
三
善
根
に
摂
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
二

と
同
じ
く
別
個
な
実
法
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
三
善
根
と
は
三
毒

の
煩
悩
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
切
の
善
法
が
こ
の
三
善
根

か
ら
生
じ
る
と
言
わ
れ
、
仏
道
修
行
に
お
い
て
も
不
可
欠
の
意
味

を
も
つ
。
衆
生
済
度
の
究
極
た
る
仏
の
大
悲
も
無
瞑
・
無
擬
に
摂

せ
ら
れ
、
こ
の
こ
と
も
実
法
で
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
仏
道
修
行
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
心
所
を
、
慧
と

い
う
善
・
悪
・
無
記
に
通
じ
る
心
所
の
一
と
せ
ず
、
善
な
る
実
法

と
み
な
し
た
こ
と
は
、
唯
識
思
想
の
特
質
と
し
て
重
要
な
意
味
を

持
つ
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
『
集
論
』
等
の
諭
書
が
、
無
擬
を
慧

の
一
分
で
あ
る
と
し
た
こ
と
は
、
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
が
、
後

期
唯
識
思
想
移
行
へ
の
過
渡
期
的
な
位
置
を
し
め
る
こ
と
を
示
す

と
言
』
う
こ
と
が
で
き
よ
ゞ
フ
。

註
①
信
等
を
善
心
所
と
呼
ぶ
こ
と
は
厳
密
に
は
正
し
く
な
い
。
例
え
ば

無
漏
な
る
慧
は
当
然
善
心
所
で
あ
る
が
、
有
部
で
は
大
地
法
に
、
聡

伽
唯
識
学
派
で
は
別
境
心
所
に
含
ま
れ
る
。
善
な
る
思
・
勝
解
な
ど

も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
煩
墳
を
さ
け
る
た
め
、
『
顕
揚

論
』
や
『
大
乗
五
謡
論
」
な
ど
で
は
心
所
の
中
の
信
等
の
十
一
を

「
善
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
用
例
に
従
い
、
常
に
善
心
と

相
応
す
る
心
所
と
い
う
意
味
で
「
善
心
所
」
な
る
用
語
を
用
い
る
。

②
水
野
弘
元
『
パ
ー
リ
仏
教
を
中
心
と
し
た
仏
教
の
心
識
論
』
（
山

喜
房
・
昭
調
）
二
八
七
’
八
頁
、
西
村
実
則
「
有
部
の
法
体
系
に
お
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け
る
善
法
１
大
善
地
法
考
ｌ
」
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年

報
５
．
三
頁
、
拙
著
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
』
（
法
蔵
館
・
昭
区
一

九
六
’
二
○
○
頁
参
照
。

③
缶
目
丘
冨
Ｈ
ｇ
ｐ
３
日
巨
Ｃ
Ｏ
葛
：
鼠
遇
い
（
以
下
〈
釈
論
〉
と
略
す
）

で
は
次
の
如
く
註
釈
す
る
。
疑
惑
を
除
去
す
る
こ
と
と
は
、
言
に
よ

っ
て
諸
法
を
審
査
し
つ
つ
あ
る
者
に
・
は
決
定
（
ロ
豚
８
意
）
を
得
る
こ

と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
診
の
国
口
や
②
。

④
〈
釈
論
〉
生
得
の
も
の
（
愚
僧
胃
陣
‐
冒
鼻
旨
昌
９
房
い
）
と
間
・
思

よ
り
な
る
も
の
（
岬
ｐ
ｇ
Ｉ
ｏ
言
薗
日
昌
①
）
と
修
よ
り
な
る
も
の
と
は
、

次
第
の
如
く
、
果
報
・
聖
教
・
証
得
よ
り
生
じ
た
〔
智
で
あ
る
〕
と

知
る
べ
き
で
あ
る
（
缶
の
国
戸
や
田
“
‐
侭
）
。

⑤
〈
釈
論
〉
審
査
と
は
知
性
（
目
巴
ｑ
四
勇
勤
）
を
伴
っ
た
慧
で
あ

る
（
シ
、
国
巨
や
里
心
）
。

⑤
果
報
（
報
）
・
聖
教
（
教
）
・
証
得
（
証
）
・
智
と
、
生
得
・
間
・
思

・
修
の
四
慧
と
の
配
当
に
関
し
て
、
原
典
と
漢
訳
及
び
そ
の
伝
承
と

に
お
い
て
は
明
ら
か
に
理
解
を
異
に
し
て
い
る
。
シ
い
及
び
少
、
国
冒

の
理
解
を
図
示
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
生
得
Ｉ
報
一一

幾
窯
艸
一
Ｉ
箸

縁
所
成
口
誕

し
か
し
、
シ
妙
昏
．
急
舎
で
は
、
「
謂
由
報
教
証
智
決
択
」
と
訳
さ
れ

そ
れ
を
註
釈
す
る
陽
、
ぐ
。
ロ
．
ｇ
ざ
で
は
、
「
報
教
証
智
者
、
謂
生
得

・
聞
思
修
所
生
慧
」
と
訳
さ
れ
、
『
成
唯
識
論
』
で
は
こ
の
部
分
を
引

用
し
て
、
こ
れ
ら
四
慧
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
報
・
教
心
証
・
智
の
四
に

配
当
さ
れ
る
と
し
て
い
る
（
大
正
鉦
・
三
○
ａ
）
。
『
雑
集
論
述
記
」

（
以
下
〈
述
記
〉
）
に
お
い
て
も
同
様
の
理
解
を
示
す
（
続
蔵
沌
・
三

四
五
左
下
）
。

と
こ
ろ
が
、
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
缶
の
国
戸
．
曾
②
ｌ
壷
で
は
、
農
淵
置
の

芹
”
○
ず
己
四
○
四
口
、
庁
面
○
め
ｂ
ｐ
Ｑ
四
画
ず
の
①
閂
目
も
四
］
い
い
ず
昌
巨
ロ
ゴ
⑳
Ｑ
い
画

、
弓
の
ｍ
Ｏ
ｐ
芦
も
四
』
色
、
ず
『
ロ
ョ
ウ
色
目
］
、
○
且
Ｈ
己
づ
め
彦
肖
邑
旦
巨
叶
昼
四
寓
目
己
四
Ｈ

切
目
ご
ロ
も
四
・
四
コ
Ｈ
庁
○
ｍ
ｍ
も
四
口
臂
の
ぽ
の
印
も
勲
吋
↓
国
函
も
四
吋
ヴ
篭
四
口
○
ヘ
、
Ｔ
と

訳
さ
れ
、
原
典
の
理
解
を
支
持
す
る
。
尚
、
シ
砂
・
呂
Ｐ
印
‐
『
目
四
日

も
ｐ
Ｈ
の
口
眉
目
も
四
厨
ゆ
め
④
Ｈ
ロ
』
ロ
ゴ
』
い
の
め
ゅ
Ｈ
ｐ
Ｇ
の
魚
言
い
、
画
の
倉
ミ
再
Ｏ
ｍ
ｍ

ｇ
匿
将
の
桓
口
、
○
ｍ
○
尉
耳
○
甥
冨
切
討
ご
と
訳
さ
れ
、
教
と
証

の
間
に
ミ
ミ
ミ
冒
昌
を
加
え
て
い
る
（
デ
ル
ゲ
版
も
同
じ
）
が
、

原
典
の
理
解
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
次
の
『
琉
伽
論
』
七
十
七
の
一
節
も
、
間
・
思
慧
を
教
智

に
配
す
る
こ
と
を
支
持
す
る
と
思
わ
れ
る
。

、

、
、

此
（
聞
思
修
所
成
慧
）
何
差
別
。
善
男
子
、
間
所
成
慧
依
．
止

、
、

、

、
、

於
文
弱
但
如
一
一
其
説
一
未
し
善
二
意
趣
圭
（
中
略
）
思
所
成
慧
亦
依
一
一

、
、

於
文
圭
不
一
一
唯
如
で
説
亦
善
一
一
意
趣
寺
未
一
一
現
在
前
圭
（
中
略
）
若

、

、
、
、
、
、
、
、
、

諸
菩
薩
修
所
成
慧
、
亦
依
二
於
文
一
亦
不
レ
依
レ
文
、
亦
如
二
其
説
一
．

亦
不
レ
如
レ
説
、
能
善
一
一
意
趣
ス
中
略
）
三
摩
地
所
行
影
像
現
前
、

極
順
二
解
脱
一
巳
、
能
領
刊
受
成
二
解
脱
一
義
上
（
大
正
鋤
．
七
二
六

ｂ
）
。

な
お
、
桜
部
建
博
士
は
こ
れ
ら
原
典
・
蔵
訳
に
基
い
て
、
『
雑
集

論
』
の
国
訳
の
読
み
方
を
訂
正
し
て
い
る
（
「
国
訳
『
大
乗
阿
毘
達

磨
雑
集
論
』
巻
一
冊
補
」
真
宗
総
合
研
究
所
紀
要
１
．
五
頁
）
。

⑦
号
昌
昌
四
を
シ
の
ぐ
。
層
．
ｇ
尋
で
は
「
勇
勤
」
、
診
、
切
写
・
号
〕
で

は
《
《
耳
国
昌
冨
こ
（
堅
固
）
と
訳
す
。

〈
述
記
〉
勇
勤
者
、
即
精
進
。
与
レ
彼
倶
故
名
一
一
決
択
至
樺
怠
猶
予

1戸
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仏
教
に
お
け
る
信
は
、
そ
れ
が
仏
道
入
門
の
基
本
と
も
な
る
べ

き
重
要
な
概
念
で
あ
る
だ
け
に
、
諸
先
学
に
よ
っ
て
種
々
論
究
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
心
所
法
の
定
義
と
い

う
点
か
ら
、
あ
る
い
は
教
理
史
的
に
信
の
問
題
を
と
ら
え
た
水
野

①

弘
元
博
士
・
藤
田
宏
達
博
士
の
業
績
や
、
広
く
イ
ン
ド
思
想
の
流

れ
に
お
い
て
言
語
的
・
思
想
的
に
信
を
位
置
づ
け
た
佐
々
木
現
順

②

博
士
の
論
稿
な
ど
は
特
に
示
唆
的
で
あ
る
。

本
項
で
は
、
そ
れ
ら
の
諸
業
績
を
ふ
ま
え
て
、
特
に
大
乗
ア
ビ

ダ
ル
マ
思
想
に
お
け
る
信
の
定
義
に
注
目
し
て
、
そ
の
思
想
的
背

景
と
意
義
に
つ
い
て
論
究
し
て
み
よ
う
。

先
ず
、
「
集
諭
』
に
お
い
て
、
信
は
次
の
様
に
現
定
さ
れ
て
い

ヲ
Ｃ
Ｏ

④
信
（
閏
騨
目
目
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
有
た
る
こ
と

（
尉
宮
言
曾
）
に
対
す
る
確
認
（
少
冒
厨
自
弓
国
ご
畠
四
）
、
有
徳
た

品
非
一
勝
決
択
一
故
（
続
蔵
私
・
三
四
六
右
下
）
。

③
上
杉
宣
明
「
心
所
法
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
変
化
」
仏
教
研
究
娼
・
八

三
頁
参
照
。

⑨
「
成
唯
識
論
」
六
（
大
正
釧
・
三
○
ａ
）
。

＊
。
『
一
チ
ッ
ク
に
よ
る
心
所
名
の
上
に
冠
し
た
数
字
は
、
『
集
論
』
に

お
い
て
説
明
さ
れ
た
各
善
心
所
の
順
番
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

二

信

る
こ
と
に
対
す
る
浄
信
（
官
騨
の
目
色
）
、
能
力
あ
る
こ
と
（
３
‐

耳
鼻
ぐ
餌
）
に
対
す
る
願
望
（
§
目
閉
騨
）
で
あ
る
。
欲
（
・
目
。
§
）

に
拠
り
所
を
与
え
る
こ
と
を
機
能
と
す
る
（
馬
。
、
や
畠
割
‐
“
．

○
二
叩
．
シ
、
：
‐
つ
・
吟
ロ
ン
砂
．
可
、
Ｐ
画
ｌ
“
）
。

こ
の
『
集
論
』
に
お
け
る
信
の
定
義
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す

る
前
に
、
信
が
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い

て
概
観
し
て
み
よ
う
。

先
ず
、
原
始
仏
教
の
時
代
に
は
、
信
は
、
仏
を
信
仰
す
る
（
の
自
‐

§
冒
武
）
こ
と
、
あ
る
い
は
、
仏
・
法
・
僧
・
聖
戒
成
就
に
対
す

る
〃
確
固
た
る
浄
信
″
（
Ｐ
く
の
。
８
喝
騨
の
昌
騨
）
で
あ
る
と
さ
れ
、
悟
り

の
道
に
導
く
た
め
の
勝
れ
た
は
た
ら
き
と
し
て
の
五
根
・
五
力
の

筆
頭
に
数
え
ら
れ
、
仏
道
に
入
る
た
め
の
最
初
に
得
べ
き
不
可
欠

③

の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
初
期
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
で
は
、
こ
の
信
に
つ
い
て
、

種
之
の
異
名
が
列
挙
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
意
味
も
か
な
り

広
義
に
、
し
か
も
立
体
的
な
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
南
伝
の

「
ダ
ン
マ
サ
ン
ガ
ニ
』
で
は
次
の
様
に
規
定
さ
れ
る
。
↑

信
（
切
且
目
）
は
確
信
（
の
且
呂
冨
目
）
で
あ
り
、
信
頼
（
・
厨
‐

喝
自
劉
）
で
あ
り
、
信
仰
（
：
巨
喝
。
、
圏
騨
）
で
あ
る
。
信
は
信

根
で
あ
り
、
信
力
で
あ
る
ｅ
房
．
弓
、
弓
‐
屋
）
。

こ
の
定
義
は
、
こ
の
論
吾
の
他
の
箇
所
に
も
数
回
あ
げ
ら
れ
、
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④

又
他
の
論
害
に
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
。
〈
－
リ
・
ア
ビ
ダ
ン
マ
に

お
け
る
信
の
定
義
の
定
型
句
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
信
が
確
信
・
信
頼
・
信
仰
と
い
う
三
つ
の
あ
り
方
を
も

ち
、
五
根
・
五
力
に
お
け
る
信
根
・
信
力
と
い
う
位
置
を
し
め
る

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
初
期
仏
教
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
考
え
方

は
、
後
の
仏
教
諸
学
派
に
お
け
る
信
の
定
義
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
南
伝
の
註
釈
時
代
に
至
っ
て
は
、

信
の
特
徴
（
旨
際
冨
の
層
）
・
現
状
（
恩
。
目
冨
茸
冨
目
）
・
特
質
（
目
の
幽

味
）
・
直
接
因
（
冒
合
寡
園
巨
少
）
な
ど
が
種
々
に
分
析
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
例
え
ば
「
ネ
ー
ッ
テ
ィ
パ
カ
ラ
ナ
』
で
は
次
の
様
に
規

定
す
る
。
－

信
は
確
信
を
特
徴
と
し
、
そ
し
て
信
解
（
且
冒
日
屋
甚
）
を
現

状
と
す
る
。
信
は
確
認
（
§
巨
冨
津
ご
騨
目
）
を
特
徴
と
し
、

〃
確
固
た
る
浄
信
″
（
鯉
ぐ
の
。
。
騨
冨
の
目
騏
）
を
直
接
因
と
す
る

（
ｚ
①
芹
．
や
暁
）
。

ま
た
、
『
ア
シ
タ
サ
ー
リ
ニ
ー
』
に
は
、
こ
れ
ら
の
定
義
の
他

に
「
清
浄
に
す
る
こ
と
（
⑫
騨
日
恩
の
目
四
目
）
を
特
徴
と
し
、
躍
り
上

る
こ
と
（
冨
騨
冨
目
騨
目
）
を
特
徴
と
す
る
」
（
勝
］
・
や
弱
ゞ
国
８
．

両
ｅ
と
の
句
も
認
め
ら
れ
る
。
」

と
こ
ろ
で
、
北
伝
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
方
で
は
、
信
の
定
義
の
仕
方

に
お
よ
そ
二
つ
の
系
統
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
資
料

と
し
て
、
次
の
『
倶
舎
論
」
の
一
節
が
興
味
深
い
。

信
は
心
の
澄
浄
（
冒
秒
ｍ
圏
沙
）
で
あ
る
。
他
の
一
人
為
は
、
〔
四
〕

諦
と
〔
三
〕
宝
と
業
果
に
お
け
る
確
認
（
号
冨
笛
昌
冒
騨
ご
葛
色
）

で
あ
る
と
い
う
念
厨
．
勺
引
）
。

こ
こ
に
お
い
て
、
信
は
心
の
澄
浄
（
浄
信
）
で
あ
る
と
す
る
説

と
、
四
諦
な
ど
の
現
象
に
対
す
る
確
認
で
あ
る
と
す
る
二
説
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
有
部
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
い
て
、
第
一
の
定
義
を

と
る
の
は
、
「
信
云
何
、
謂
心
澄
浄
性
」
（
大
正
記
．
六
九
三
ａ
）
と

規
定
す
る
『
品
類
足
論
』
が
代
表
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
雑

阿
毘
曇
心
論
』
に
お
け
る
信
の
定
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

於
二
三
宝
・
四
諦
一
浄
吟
心
名
為
し
信
（
大
正
酩
・
八
八
一
ｂ
）
。

前
の
『
品
類
足
論
』
に
お
け
る
「
心
澄
浄
性
」
と
こ
こ
に
お
け

る
「
浄
心
」
の
原
語
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
の
『
雑
阿

毘
曇
心
論
』
に
お
け
る
信
の
定
義
は
、
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
如

き
二
説
に
分
か
れ
る
以
前
の
定
義
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
信
は
、
三
宝
と
四
諦
に
お
け
る
浄
信
で

あ
る
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
定
義
の
仕
方
を
更
に
発
展

さ
せ
た
の
が
、
次
の
『
入
阿
毘
達
磨
論
』
で
あ
る
。

信
と
は
、
心
の
澄
浄
で
あ
っ
て
、
三
宝
と
因
果
関
係
〔
と
有

⑤性
〕
と
に
お
け
る
確
認
で
あ
り
、
心
の
濁
り
を
除
く
法
の
こ

と
で
あ
る
角
弓
．
昌
弓
、
固
畠
ｌ
ｅ
。
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こ
の
定
義
は
、
ま
さ
に
先
の
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
二
説
を
合

わ
せ
た
よ
う
な
形
で
あ
り
、
こ
れ
が
様
々
に
変
形
し
て
、
「
順
正

理
論
』
、
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
パ
」
、
あ
る
い
は
、
「
集
論
』
や

月
称
の
『
五
瀧
論
』
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
『
雑
阿
毘
曇
心
論
』
や
『
入
阿
毘
達
磨
論
』
に
お
け
る
心
所

の
定
義
が
、
そ
の
後
の
有
部
や
琉
伽
唯
識
学
派
に
お
け
る
心
所
説

⑥

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

因
に
、
『
順
正
理
論
』
及
び
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
・
巳
に
お

け
る
信
の
定
義
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

心
濁
相
違
、
現
前
忍
引
許
無
倒
因
果
各
別
相
属
弐
為
二
欲
所
依
弐

能
資
二
勝
解
一
説
名
為
し
信
（
大
正
羽
．
三
九
一
ａ
）
。

そ
の
中
で
、
信
は
心
の
澄
浄
で
あ
る
。
〃
実
体
と
徳
性
と
有

⑦

能
た
る
こ
と
″
（
唱
昌
‐
唱
凰
Ｈ
昏
洋
ぐ
ゅ
）
の
確
認
を
行
相
と
し
、

心
の
汚
濁
を
除
去
す
る
も
の
て
あ
る
震
己
ぐ
．
や
国
）
。

こ
こ
に
お
け
る
「
心
濁
相
違
」
と
は
「
心
の
澄
浄
」
に
他
な
ら

ず
、
ま
た
、
「
現
前
忍
許
」
と
は
：
巨
忠
日
冒
呉
制
制
（
確
認
）

の
漢
訳
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
確
認
の
対
象
が
両
論
と
も
一

致
し
な
い
が
、
信
は
心
の
澄
浄
で
あ
り
、
あ
る
こ
と
に
対
す
る
確

認
で
あ
る
と
す
る
点
は
『
入
阿
毘
達
磨
論
』
を
承
け
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
『
順
正
理
論
』
に
お
い
て
、
信
が
「
欲

の
所
依
と
な
り
、
勝
解
に
資
す
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
留
意
し
て
お

業
果
に
お
け
る
確
認
で
あ
る
と
い
う
と
は
、
行
相
（
爵
目
騨
）

に
よ
る
信
の
説
明
で
あ
る
。
四
諦
と
三
宝
と
浄
・
不
浄
な
る

業
及
び
可
愛
・
不
可
愛
な
る
そ
の
果
と
に
お
い
て
、
そ
れ
ら

が
ま
さ
に
有
る
と
い
う
確
認
〔
す
な
わ
ち
〕
確
信
（
号
冒
３
日
‐

冒
騨
ざ
い
昔
）
が
信
で
あ
る
（
笛
２
．
や
段
）
。

こ
こ
に
お
い
て
、
信
は
、
そ
の
本
質
が
心
の
澄
浄
で
あ
り
、
そ

の
行
相
が
、
四
諦
・
三
宝
・
業
因
業
果
に
対
す
る
確
認
で
あ
る
と

説
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
、
『
順
正
理
論
』
に
お
い
て

説
か
れ
た
欲
の
所
依
及
び
勝
解
に
資
す
る
、
あ
る
い
は
「
ァ
ビ
ダ

ル
マ
デ
ィ
ー
・
こ
に
お
け
る
ｐ
Ｈ
昏
詳
ご
色
（
有
能
た
る
こ
と
）
に
当
た

る
概
念
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
頭
初
に
問
題
と
し
た

「
集
論
』
に
お
け
る
信
の
定
義
に
は
願
望
（
号
巨
蔚
塑
）
及
び
欲
の

所
依
な
る
語
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
一
体
何
を
意
味
す
る

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

前
に
ふ
れ
た
如
く
、
「
倶
舎
論
』
に
お
い
て
は
、
信
の
定
義
に

二
説
あ
る
と
さ
れ
た
が
、
称
友
の
『
倶
舎
論
疏
』
で
は
、
こ
の
両

説
を
次
の
様
に
会
通
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

信
は
心
の
澄
浄
で
あ
る
と
は
、
煩
悩
や
随
煩
悩
に
汚
染
さ
れ

た
心
が
、
信
と
結
び
つ
く
か
ら
、
明
浄
に
な
る
。
あ
た
か
も
、

水
が
、
水
を
浄
化
す
る
マ
’
一
宝
珠
と
結
び
つ
く
か
ら
〔
明
浄

に
な
る
〕
如
し
。
他
の
人
々
は
、
〔
四
〕
諦
と
〔
三
〕
宝
と’
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の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
我
々
は
、
も
う
一
度
『
集
論
』
に
お
け
る
信
の
定
義

に
も
ど
っ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
『
集
論
』
に
お
け

る
信
の
定
義
を
『
釈
論
』
で
は
次
の
様
に
註
釈
す
る
。

信
は
、
有
た
る
こ
と
に
対
す
る
確
認
を
行
相
と
し
、
有
徳
た

⑧

‐
る
こ
と
（
唱
冒
啓
騨
）
に
対
す
る
浄
信
を
行
相
と
し
、
私
に
よ

っ
て
獲
得
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
実
現
せ
し
め
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
、
可
能
た
る
こ
と
に
対
す
る
願
望
を
行
相
と
す

る
食
の
厘
胃
．
や
里
・
‐
馬
）
。

「
有
た
る
こ
と
に
対
す
る
確
認
」
と
は
、
先
に
あ
げ
た
「
倶

舎
論
疏
』
に
お
い
て
説
か
れ
た
よ
う
に
、
四
諦
と
三
宝
と
業
果
と

が
ま
さ
に
有
る
と
い
う
確
認
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
集
論
』
及
び

『
釈
論
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
と
が
第
一
の
行
相
と
し
て
理
解

さ
れ
た
。
恢
に
、
有
部
の
諭
書
に
お
い
て
、
信
の
本
質
と
し
て
、

心
の
澄
浄
（
胃
四
ｍ
目
Ｐ
）
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
有
徳
た
る
‐
こ

と
に
対
す
る
浄
信
（
冒
儲
且
Ｐ
）
と
し
て
、
第
二
の
行
相
で
あ
る
と

理
解
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
三
の
行
相
と
し
て
、
能
力
あ
る
こ
と

に
対
す
る
願
望
と
い
う
こ
と
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
信
（
蟹
Ｐ
ｇ
目
）
が
、
確
認
（
己
）
三
闇
冒
冒
鼻
冨
冨
）

と
浄
信
（
冒
儲
目
Ｐ
）
と
願
望
（
号
巨
瀞
己
と
い
う
三
つ
の
行
相
と

し
て
立
体
的
に
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
有
部
の
論
害
に
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
行
相
に
つ
い
て
、
安
慧
の
『
唯
識
三
十
頌
釈
』
で

は
更
に
具
体
的
に
説
明
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
、
信
と
は
、
業
果
や
〔
四
〕
諦
や
〔
三
〕
宝
に
対

す
る
確
認
で
あ
り
、
浄
信
で
あ
り
、
願
望
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
信
は
三
種
の
〔
行
相
を
も
っ
た
〕
も
の
と
し
て
は
た
ら

く
。
有
徳
あ
る
い
は
無
徳
な
る
対
象
が
あ
る
と
き
、
確
認
を

行
相
と
す
る
。
有
徳
な
る
〔
対
象
〕
が
あ
る
と
き
、
｜
浄
信

を
行
相
と
す
る
。
〔
私
に
よ
っ
て
〕
獲
得
す
る
こ
と
あ
る
い

は
生
ぜ
し
め
る
能
力
あ
る
〔
対
象
〕
が
あ
る
と
き
、
願
望

を
行
相
と
す
る
。
（
中
略
）
と
こ
ろ
で
、
そ
の
〔
の
信
〕
は

欲
に
拠
り
所
を
与
え
る
こ
と
を
機
能
と
す
る
（
ブ
言
①
弓

画
つ
）
Ｏ

す
な
わ
ち
、
有
徳
あ
る
い
は
無
徳
な
る
対
象
が
あ
る
と
き
、
先

ず
、
縁
起
に
基
い
た
業
因
業
果
の
道
理
と
、
仏
教
の
基
本
的
真
理

た
る
四
諦
と
、
仏
教
を
構
成
す
る
基
本
的
要
素
た
る
三
宝
と
を
基

準
に
し
て
、
そ
の
対
象
を
確
認
す
る
。
次
に
、
そ
こ
に
確
認
さ
れ

た
有
徳
な
る
対
象
に
対
し
て
浄
信
す
る
。
そ
し
て
、
浄
信
さ
れ
た

有
徳
な
る
対
象
を
獲
得
し
た
い
実
現
し
た
い
と
願
望
す
る
。
こ
こ

に
、
信
の
行
相
が
確
認
↓
浄
信
↓
願
望
と
い
う
過
程
と
し
て
説
明

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
『
成
唯
識
論
』
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の
一
↓
節
か
ら
も
は
っ
き
り
す
る
。

云
何
為
し
信
。
於
二
実
・
徳
・
能
一
深
忍
・
楽
・
欲
、
心
浄
為
し

性
、
対
。
治
不
信
弐
楽
し
善
為
し
業
。
然
信
差
別
略
有
二
三
種
二

二
ル
コ
ト
ヲ

信
二
実
有
圭
謂
於
二
諸
法
実
理
中
一
深
信
忍
故
。
二
信
二
有
徳
毛

‐
謂
於
二
三
宝
真
浄
徳
中
一
深
信
楽
故
。
三
信
二
有
能
記
謂
於
二
一

切
世
出
世
善
一
深
信
二
有
レ
カ
能
得
・
能
成
圭
起
二
希
望
一
故
。

由
し
斯
対
．
治
不
レ
信
レ
彼
心
哉
愛
三
一
楽
証
．
修
世
出
世
釜
見
忍
謂

勝
解
、
此
信
因
。
楽
欲
謂
欲
、
即
是
信
果
。
曜
陳
二
此
信
弍
自

相
是
何
。
豈
不
二
適
言
一
心
浄
為
レ
性
（
大
正
証
．
二
九
ｂ
ｌ
ｃ
）
。
⑨

こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、
先
学
に
よ
る
詳
細
な
領
解
が
あ
る
の

で
解
説
を
省
く
が
、
信
の
自
相
が
心
浄
（
浄
信
）
で
あ
り
、
忍
（
確
認
）

は
勝
解
の
こ
と
で
信
の
因
と
な
り
、
楽
欲
（
願
望
）
は
欲
の
こ
と
で

⑩

信
の
果
で
あ
る
、
と
の
記
述
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
こ
の
こ
と
は

ま
た
、
前
に
も
ふ
れ
た
如
く
、
有
部
の
諭
書
で
あ
る
『
順
正
理
論
』

に
お
い
て
、
「
為
二
欲
所
依
可
能
資
二
勝
解
こ
（
大
正
”
・
三
九
一
ａ
）

と
説
か
れ
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。

し
か
し
、
有
部
に
あ
っ
て
は
、
勝
解
と
は
対
境
に
対
す
る
信
解

（
四
目
自
己
農
）
で
あ
り
、
欲
は
作
さ
ん
と
欲
す
る
こ
と
（
百
境
目
‐

⑪

園
自
画
国
）
で
あ
り
、
と
も
に
大
地
法
に
数
え
ら
れ
、
あ
く
ま
で
別

法
と
し
て
、
そ
れ
ら
が
信
な
る
心
所
と
倶
生
し
て
始
め
て
意
味
を

も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
琉
伽
唯
識
学
派
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ら
勝
解
・
欲
な
る
概
念
も
、
信
の
行
相
と
し
て
、
信
の
定
義

の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
場
合
、

勝
解
と
欲
は
別
境
心
所
と
し
て
、
善
・
不
善
・
無
記
の
三
性
に
通

ず
る
か
ら
、
善
な
る
勝
解
に
お
け
る
確
認
と
い
う
一
面
、
あ
る
い

は
善
な
・
る
欲
に
お
け
る
願
望
と
い
う
一
面
を
行
相
と
す
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
各
心
所
間
に
お
け
る
作
用
の
包
摂
性
も
し
く
は
、

交
錯
性
は
、
先
の
無
凝
と
慧
と
の
間
に
も
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、

大
乗
ア
ビ
ダ
，
ル
マ
思
想
に
お
け
る
心
理
論
の
特
質
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
瑞
伽
唯
識
学
派
に
お
い
て
、
別
境
心
所
が
遍
行
心
所
よ
り

⑫

別
立
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
も
、
実
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
琉
加
唯
識
学
派
に
お
い
て
は
、
そ
の
独
自

な
心
理
論
か
ら
、
原
始
仏
教
以
来
の
様
々
な
信
の
定
義
を
整
理
し

て
、
し
か
も
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け
る
二
つ
の
信
の
定
義
の
系
統

を
も
会
通
し
て
、
極
め
て
実
践
的
な
信
の
定
義
を
完
成
し
た
、
の
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
集
論
』
を
始
め
と
す
る
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ

思
想
に
至
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
信
の
解
釈
が
可

能
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

尚
、
浄
土
教
に
お
け
る
至
心
・
信
楽
・
欲
生
な
る
三
心
（
三
信
）

の
思
想
も
、
こ
の
よ
う
な
確
認
・
浄
信
・
願
望
と
い
う
信
の
三
つ

の
行
相
を
背
景
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

⑬

て
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。
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こ
こ
で
、
我
々
は
、
他
の
善
心
所
に
つ
い
て
も
上
述
の
様
な
検

討
を
加
え
る
。
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
与
え
ら
れ
た
紙
幅
も
尽
き
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
、
↑
『
集
論
」
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
定
義
の
訳

註
の
み
を
掲
げ
、
・
詳
細
な
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

註
①
水
野
弘
元
前
掲
書
．
五
九
三
頁
以
下
、
藤
田
宏
達
『
原
始
浄
土
思

想
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
）
五
八
六
頁
以
下
。

②
佐
左
木
現
順
「
信
仰
を
意
味
す
る
諸
原
語
ｌ
ｇ
鳥
武
．
閏
且
‐

目
脚
冒
騨
”
目
幽
ｌ
」
大
谷
学
報
鉛
’
一
・
一
’
二
五
頁
。

③
拙
稿
「
六
随
念
の
立
過
程
」
印
仏
研
鴫
’
一
・
一
七
八
頁
、
同

「
十
随
念
の
成
立
過
程
」
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
皿
．
四
二
頁
参
照
。

④
水
野
前
掲
書
六
○
二
頁
註
⑤
参
照
。

⑤
漢
訳
で
は
「
謂
於
二
三
宝
・
因
果
相
続
・
有
性
等
中
一
…
…
」
（
大
正

酩
・
九
八
二
ａ
）
と
あ
る
に
よ
り
補
う
。
「
有
性
」
の
原
語
は
、

ゞ
儲
陣
可
砂
で
あ
ろ
う
。

‐
⑥
特
に
「
入
阿
毘
達
磨
論
』
に
お
け
る
心
所
の
定
義
が
『
ア
ピ
ダ
ル

マ
デ
ィ
－
・
色
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
別
に
詳
論
し

た
（
前
掲
拙
著
・
五
○
’
五
七
頁
参
照
）
。

⑦
サ
ー
ン
キ
ャ
的
な
思
想
体
系
に
お
い
て
想
定
す
る
用
語
と
し
て
、

四
房
目
は
属
性
、
唱
昌
ロ
は
属
性
所
有
者
つ
ま
り
実
体
（
骨
四
ａ
風
）
の

こ
と
、
ま
た
自
室
国
は
出
目
閏
昏
冨
の
類
概
念
で
能
力
の
こ
と
。

従
っ
て
胃
目
詳
ぐ
秒
は
能
力
を
有
す
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
に
『
ア
ビ

ダ
ル
マ
デ
ィ
ー
。
こ
で
は
有
部
の
思
想
を
述
べ
る
と
き
に
も
、
サ
ー

ン
キ
ャ
や
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
用
語
を
使
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
唯
識
学
派
に
お
け
る
信
の
行
相
と
し
て
の
実
・
徳

（
シ
の
車
．
や
胃
宅
）

①

⑨
幟
（
ご
『
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
自
ら
（
”
ぐ
騨
冒
日
）
罪

②
③

過
（
“
自
身
己
を
恥
じ
る
こ
と
（
亘
冒
団
）
で
あ
る
。
悪
行
の
制
御

（
困
巳
冨
昌
“
）
に
拠
り
所
を
与
え
る
こ
と
を
機
能
と
す
る
。

④

③
槐
（
砦
鼻
国
ご
巴
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
他
に
対
し
て

・
能
の
概
念
と
も
対
応
す
る
。

③
崖
の
国
冒
や
沼
は
唱
冨
ぎ
ゅ
で
あ
る
が
、
陽
⑳
団
戸
・
曾
司
で
は

酔
酔
・
思
四
理
と
同
じ
く
割
○
画
菌
ロ
ｏ
四
国
で
あ
り
、
シ
の
。
ロ
．
急
さ
も

「
有
徳
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
唱
息
ぐ
煙
ヰ
ぐ
ゅ
の
意
に
と
る
。

⑨
中
村
薫
「
華
厳
経
に
お
け
る
信
の
位
置
ｌ
特
に
会
座
と
菩
薩
に

つ
い
て
ｌ
」
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
３
．
九
二
’
九
三
頁

参
照
。

⑩
〈
述
記
〉
に
も
同
様
の
記
述
あ
り
。

於
一
泳
・
徳
・
能
一
信
一
所
縁
境
圭
忍
謂
勝
解
、
即
信
之
因
。
希
望

謂
欲
、
即
信
之
果
。
浄
信
者
信
体
、
能
浄
レ
心
故
（
続
蔵
泓
・
三

四
四
左
下
）
。

⑪
前
掲
拙
著
・
二
一
八
頁
参
照
。

⑫
拙
稿
「
心
理
的
諸
概
念
の
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
分
析
ｌ
遍
行
・

別
境
心
所
ｌ
」
『
中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
（
所
収
予

定
）
参
照
。

⑬
拙
稿
「
心
理
概
念
の
大
乗
ア
ピ
ダ
ル
マ
的
分
析
ｌ
善
心
所
に
お

け
る
信
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
真
宗
教
学
研
究
８
（
予
定
）
参
照
。

三
そ
の
他
の
善
心
所
の
定
義
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⑤

罪
過
を
恥
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
そ
れ
（
悪
行
の
制
御
に
拠
り
所

を
与
え
る
こ
と
）
を
機
能
と
す
る
。

③
無
貫
（
巳
。
ｇ
餌
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
生
存
（
ｇ
胃
騨

⑥
⑦

有
）
に
対
す
る
、
或
は
生
存
の
た
め
の
必
需
品
（
ロ
圃
雷
３
９
具
）

に
対
す
る
無
執
着
（
四
目
⑳
巴
昌
）
で
あ
る
ｐ
悪
行
の
不
生
起
に
拠
り

所
を
与
え
る
こ
と
を
機
能
と
す
る
。

⑧

⑤
無
瞑
（
且
ぐ
＄
騨
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
有
情
に
対
し
て
、
りく

苦
に
対
し
て
、
そ
し
て
、
苦
の
基
と
な
る
べ
き
（
の
昏
曽
与
幽
具
）

諸
法
に
対
し
て
悩
害
さ
れ
な
い
こ
と
（
秒
冒
掛
目
曾
無
志
）
で
あ
る
。

悪
行
の
不
生
起
に
拠
り
所
を
与
え
る
こ
と
を
機
能
と
す
る
。

⑥
無
療
（
本
稿
一
三
頁
に
出
ず
）

⑦
精
進
（
ぐ
同
制
勤
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
〔
心
の
〕
装

伽
（
ぬ
騨
国
目
冨
被
甲
）
、
或
は
修
行
（
胃
葛
。
咽
方
便
・
加
行
）
、
或
は

不
沈
滞
（
巴
冒
四
芽
『
凹
無
下
）
、
或
は
不
退
（
画
く
勘
冑
昌
無
退
）
、
或
は

⑩

倦
む
こ
と
な
き
こ
と
（
Ｐ
の
四
国
菖
各
無
足
）
〔
と
い
う
よ
う
な
〕
善
な

る
こ
と
に
対
す
る
心
の
勇
敢
（
：
耳
ご
筋
目
鱒
）
で
あ
る
。
〔
こ
の
よ

う
な
〕
善
な
る
こ
と
が
ら
を
満
た
す
こ
と
ｅ
胃
言
副
眉
騨
）
、
成
就

⑪

す
る
こ
と
含
胃
目
名
目
騨
目
）
を
機
能
す
る
。

⑥
軽
安
（
冒
騨
脅
騨
目
冒
安
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
身
と
心

⑫

の
粗
悪
さ
（
烏
巨
稗
冒
与
沙
羅
重
）
を
除
く
こ
と
に
よ
る
身
心
の
適
応

⑬

性
（
冨
暁
白
目
冨
薗
調
暢
）
で
あ
る
。
一
切
の
障
碍
を
除
外
す
る
こ

鰹と
を
機
能
と
す
る
。

⑨
不
放
逸
（
些
〕
国
冒
目
騨
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
精
進
を

⑮

伴
っ
た
（
正
勤
）
無
負
・
無
順
・
無
艤
に
基
い
て
、
諸
善
法
を
修
め

⑮
⑰

る
こ
と
、
及
び
有
漏
な
る
諸
法
か
ら
心
を
防
御
す
る
こ
と
（
身
騨
‐

⑱
扇
巴
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
世
間
と
出
世
間
の
幸
福
（
鯵
四
日
〃

君
言
）
を
満
た
す
こ
と
、
成
就
す
る
こ
と
を
機
能
す
る
。

⑩
捨
（
巨
胃
厨
巴
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
精
進
を
伴
っ
た⑲

（
正
勤
）
無
寅
・
無
阪
・
無
擬
に
基
い
て
、
〃
染
汚
を
有
す
る
安
住
″

⑳

（
ｍ
四
目
匡
耐
は
‐
ぐ
旨
野
四
）
と
相
反
す
る
心
の
平
等
性
（
３
日
騨
威
）
で
あ

⑳

り
、
心
の
平
穏
性
（
冒
鼠
鼻
冒
副
正
直
性
）
で
あ
り
、
心
が
〃
自
然

⑳
⑳

に
置
か
れ
た
状
態
″
（
騨
呂
ｇ
ｏ
恩
ぐ
沙
の
昏
冒
薗
無
功
用
住
性
）
で
あ
る
。

⑳

染
汚
（
雑
染
）
の
余
地
の
な
い
こ
と
（
§
画
く
沙
圃
＄
不
容
）
に
拠
り
所

を
与
え
る
こ
と
を
機
能
と
す
る
。

⑪
不
害
（
餌
ぐ
夛
目
圏
）
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
無
愼
の
一
部

⑳
⑳

分
で
あ
り
、
悲
（
冨
巨
橿
国
心
悲
感
）
の
こ
と
で
あ
る
。
悩
害
を
さ

⑳

せ
な
い
こ
と
（
砂
ぐ
旨
の
吾
四
目
不
損
悩
）
を
機
能
と
す
る
。

註
①
〈
釈
論
〉
噺
等
（
槐
・
無
貧
・
無
瞑
）
は
理
解
し
易
い
の
で
分
析

さ
れ
な
い
（
シ
⑳
国
戸
口
望
哩
）
。

②
〈
三
十
頌
釈
〉
罪
過
と
は
、
賢
者
た
ち
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
た
り
、

好
ま
し
く
な
い
果
報
を
も
た
ら
す
か
ら
、
ま
さ
に
罪
悪
（
凰
冨
）
で

あ
る
（
曰
く
冨
砂
や
農
宙
）
。
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③
〈
述
記
〉
諸
過
者
境
、
自
差
者
縁
、
差
者
又
体
、
断
共
相
故
（
続

蔵
河
・
三
四
五
右
下
）
。

④
〈
三
十
頌
釈
〉
槐
と
は
世
間
（
旨
冨
）
を
主
と
し
て
恥
じ
る
こ
と
で

あ
る
（
Ｈ
ぐ
冒
印
や
喝
瞳
‐
函
）
。

⑤
〈
三
十
頌
釈
〉
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
世
間
に
お
い
て
非
難
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
行
為
す
る
私
を
〔
他
人

は
〕
非
難
す
る
で
あ
ろ
う
と
〔
世
間
の
〕
悪
評
を
怖
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
恥
じ
る
と
こ
ろ
〔
の
罪
過
〕
で
あ
る
（
円
く
旨
の
．
回
国
“
‐
吟
）
。

『
倶
舎
論
』
で
は
、
噺
と
槐
と
に
次
の
様
な
二
つ
の
解
釈
を
あ
げ

て
い
る
。

第
一
の
解
釈
と
し
て
は
、
ま
ず
、
尊
重
を
も
つ
こ
と
、
敬
意
を
表

す
る
こ
と
、
畏
敬
に
随
従
し
た
〔
心
を
〕
も
つ
こ
と
（
３
９
畠
い
‐

＊

ぐ
鼠
色
ぐ
閏
威
国
）
が
伽
で
あ
る
。
罪
過
に
対
し
て
怖
畏
を
見
る
こ
と

（
ｇ
凹
冨
１
８
働
国
）
が
槐
で
あ
る
。
第
二
の
解
釈
と
し
て
は
、
自

ら
と
他
と
に
鑑
み
て
（
弾
９
口
も
閏
§
①
屑
：
ご
脚
冒
）
恥
じ
る
こ
と

が
〔
そ
れ
ぞ
れ
伽
と
槐
で
あ
る
〕
（
崔
嵐
．
弔
邑
“
‐
“
・
国
．
シ
嗣
守
．

『
『
色
『
１
ｍ
）
Ｏ

こ
こ
で
は
、
そ
の
第
二
の
解
釈
に
当
る
。
〈
三
十
頌
釈
〉
は
両

釈
を
会
通
す
る
。

＊
陽
属
．
《
《
ロ
四
目
島
色
‐
ぐ
尉
色
ｑ
間
は
３
…
・
》
鈩
悶
。
ロ
．
国
ゆ
で
は
「
有

所
忌
難
・
有
所
随
属
」
な
る
も
、
罷
瞬
奇
・
弓
魚
函
《
《
葛
覗
冒
め

号
目
、
喝
貝
９
８
．
胃
儲
忌
日
９
》
に
よ
り
、
平
川
彰

ほ
か
『
倶
舎
論
索
引
」
第
一
部
（
大
蔵
出
版
・
昭
蛤
）
四
二
七

頁
の
訂
正
に
従
う
。

⑥
〈
述
記
〉
有
謂
三
有
、
即
三
界
果
（
続
蔵
泓
・
三
四
五
左
上
）
。

⑦
〈
述
記
〉
具
謂
資
具
、
即
三
有
因
。
縁
し
生
一
三
有
《
皆
名
二
有
具

（
同
）
。

③
〈
述
記
〉
有
情
・
苦
者
、
三
界
行
苦
、
或
苦
・
壊
苦
。
唯
挙
一
一
有

情
一
顕
一
勝
順
境
至
憎
。
疾
滅
道
一
亦
生
惨
槇
故
。
不
修
爾
無
順
利
成
一
一
境

狭
一
（
同
）
。

⑨
〈
述
記
〉
言
二
苦
具
一
者
、
謂
三
苦
因
。
縁
一
一
無
為
等
一
有
一
一
無
瞑
一
故

（
同
）
。

⑩
〈
釈
論
〉
諸
善
法
に
対
す
る
有
勢
、
有
勤
、
有
勇
、
堅
固
勇
猛
、

鞭
を
捨
て
な
い
こ
と
（
画
昌
庸
５
３
‐
号
員
Ｐ
不
捨
善
唖
）
云
左
と
い

う
経
の
句
を
次
第
の
如
く
装
備
等
の
勇
敢
な
る
こ
と
ど
も
に
配
置
す

、
へ
き
で
あ
る
（
碑
⑳
国
ロ
．
や
望
吟
‐
旨
）
。

〈
述
記
〉
〔
琉
伽
論
〕
摂
事
分
中
八
十
九
説
、
最
初
発
。
起
猛
利
楽

欲
一
名
二
被
甲
至
如
二
先
著
し
甲
方
見
で
賊
故
。
次
起
一
一
堅
固
勇
桿
方
便
一

名
一
一
加
行
至
策
．
励
其
心
一
決
定
勇
行
故
。
次
為
二
証
得
一
不
一
自
竪
曇

亦
無
一
一
怯
催
一
名
二
無
下
至
更
生
二
勇
励
一
無
一
怯
下
一
故
。
次
能
忍
．
受
寒

熱
等
苦
《
於
二
劣
等
善
一
不
し
生
一
一
厭
足
↓
欣
。
求
後
後
勝
功
徳
等
一
名
二
無

退
壬
被
レ
損
不
レ
敗
少
護
不
レ
足
故
。
次
後
乃
至
漸
入
二
諦
観
一
進
二
後
勝

道
一
名
一
一
無
足
一
雄
一
一
功
已
成
一
更
祈
二
大
果
「
非
奉
為
二
少
得
一
即
満
令
心

故
（
続
蔵
拠
・
三
四
六
右
下
。
「
聡
伽
論
』
大
正
鋤
・
八
○
一
ｃ
参

照
）
。こ
こ
に
お
け
る
官
葛
○
恩
方
便
に
つ
い
て
前
掲
桜
部
論
文
五
頁

及
び
そ
の
註
⑬
を
参
照
。

、
〈
釈
論
〉
満
た
す
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
根
本
〔
静
盧
〕
に
入
る
こ

と
の
如
し
。
成
就
す
る
こ
と
と
は
、
そ
の
こ
と
が
ま
さ
に
よ
く
陶
治

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
シ
、
国
戸
や
望
毎
‐
国
）
。

〈
述
記
〉
得
二
根
本
定
一
方
円
名
二
満
善
口
虫
復
断
一
通
擁
等
一
能
獲
二

神
通
等
う
更
修
治
名
二
成
善
品
一
（
続
蔵
泓
。
三
四
六
左
上
Ｉ
下
）
。

句
、
の
色



②
〈
三
十
頌
釈
〉
粗
悪
さ
と
は
覇
↑
身
心
の
不
適
応
性
で
あ
り
、
雑
染

な
る
法
の
種
子
で
も
あ
る
（
曰
く
旨
ｍ
ｐ
閏
息
‐
］
唾
）
。

⑬
〈
三
十
頌
釈
〉
そ
の
中
で
身
の
適
応
性
と
は
、
そ
れ
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
身
に
自
ら
の
所
作
に
お
い
て
軽
快
に
発
起
す
る
と
こ
ろ

の
も
の
で
あ
る
。
心
の
適
応
性
と
は
、
正
し
い
作
意
と
相
応
し
た
者

の
、
歓
喜
と
軽
妙
さ
を
動
機
と
す
る
心
理
作
用
に
他
な
ら
な
い
と
こ

ろ
の
も
の
で
あ
る
（
門
ぐ
旨
い
や
冒
扇
‐
岳
）
。

〈
述
記
〉
鰯
重
者
、
所
し
除
染
・
剛
強
・
不
安
・
障
定
之
法
。
調

暢
者
安
之
果
。
安
令
一
一
身
心
調
和
適
暢
一
（
続
蔵
泓
・
三
四
六
左
下
）
。

⑯
〈
釈
論
〉
す
。
へ
て
の
〔
諸
〕
善
法
を
修
め
る
こ
と
は
精
進
等
に
基

い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
不
放
逸
の
仮
設
（
冒
沙
‐

⑭
〈
釈
論
〉
一
切
の
障
碍
を
除
外
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
（
軽
安
）
の

力
に
よ
る
転
依
（
別
屈
制
‐
冒
風
ぐ
甘
威
）
に
関
し
て
見
ら
る
べ
き
で
あ

る
↑
（
シ
の
国
戸
や
望
司
‐
局
）
・

〈
述
記
〉
由
二
軽
安
力
一
除
一
一
障
レ
定
法
一
調
．
暢
身
心
一
勝
依
止
起
（
続

蔵
沌
・
三
四
六
左
下
）
。

⑮
．
〈
三
十
頌
釈
〉
そ
の
中
で
不
放
逸
は
放
逸
の
対
治
で
あ
る
。
無
貧

よ
り
精
進
に
至
る
ま
で
が
不
放
逸
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
無
負
等

に
基
い
て
、
不
善
法
を
放
棄
し
、
そ
の
対
治
た
る
善
法
を
修
せ
し

め
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
無
負
等
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
不
放
逸
で
あ
る

（
目
ぐ
冒
即
や
閏
鼠
‐
弓
）
。

右
の
記
述
を
始
め
と
し
て
、
諸
漢
訳
で
は
、
無
貧
・
無
眼
・
無
擬

・
・
精
進
の
四
法
を
並
列
的
に
記
述
し
て
い
る
が
、
鈩
探
．
及
び
崖
砂
・

に
よ
る
限
り
、
不
放
逸
は
、
精
進
を
伴
っ
た
三
不
善
根
と
い
う
限
定

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
（
桜
部
前
掲
論
文
五
頁
で
も

国
訳
の
読
み
方
を
訂
正
し
て
い
る
）
。

⑳ ⑬
〈
倶
舎
論
〉
〔
不
放
逸
と
は
〕
心
を
防
御
す
る
こ
と
で
あ
る
と
他

の
部
派
の
〔
人
々
〕
は
経
中
に
話
し
て
い
る
（
揚
嗣
．
や
訊
騨
）
。

＊
こ
の
経
典
に
つ
い
て
『
ウ
。
ハ
ー
イ
カ
ー
』
は
沈
黙
し
、
国
訳
一
切

経
で
は
『
増
一
阿
含
」
四
（
大
正
２
．
五
六
三
ｃ
）
の
記
述
を
指

・
摘
し
て
い
る
と
い
う
（
本
庄
良
文
『
倶
舎
論
所
依
阿
含
全
表
Ｉ
』

京
都
・
昭
鉛
・
一
六
’
一
七
頁
参
照
）
。
有
部
の
論
書
に
お
い
て

も
、
『
舎
利
弗
阿
毘
曇
論
』
と
『
入
阿
毘
達
磨
論
』
に
お
い
て
「
護
レ

心
」
・
「
能
守
．
護
心
二
な
る
記
述
が
見
え
る
（
水
野
前
掲
書
．

六
八
五
’
六
頁
参
照
）
・

⑲
〈
述
記
〉
雑
染
住
者
、
捨
所
レ
除
法
、
依
止
名
し
住
。
昔
依
一
一
雑
染
「

今
捨
相
違
（
続
蔵
測
・
三
四
七
右
上
）
。

⑳
〈
三
十
頌
釈
〉
そ
の
中
で
、
憎
沈
ま
た
は
棹
挙
は
心
の
不
平
等

茸
砦
ｇ
が
あ
る
（
シ
、
国
戸
弔
胃
‐
愚
）
。
↑

〈
述
記
〉
正
勤
等
四
不
逸
所
依
、
善
根
策
発
、
修
レ
断
勝
故
、
修
レ

善
防
レ
悪
。
此
顕
一
一
功
能
一
（
続
蔵
測
・
三
四
六
左
下
）
。

＠
・
〈
釈
論
〉
有
漏
な
る
諸
法
と
は
諸
漏
と
漏
の
基
と
な
る
蕊
へ
き
諸
境

＊

で
あ
る
と
、
こ
こ
で
知
る
雲
へ
き
で
あ
る
（
衿
⑳
切
巨
や
望
吟
‐
ｇ
）
。

＊
〈
述
記
〉
諸
漏
者
諸
煩
悩
。
漏
処
所
者
漏
所
依
根
。
漏
境
界
者
漏

所
縁
法
。
若
根
、
若
境
、
若
諸
煩
悩
皆
名
二
有
漏
圭
互
増
長
故
（
続

蔵
泓
・
三
四
六
左
下
’
三
四
七
右
上
）
。

性
で
あ
る
。
最
初
に
そ
の
こ
と
が
な
い
か
ら
心
の
平
等
性
で
あ
る

（
目
ぐ
旨
い
つ
闇
］
）
。

〈
三
十
頌
釈
〉
そ
の
次
に
、
〔
こ
れ
以
上
〕
造
作
す
る
こ
と
の
な

い
こ
と
に
よ
っ
て
、
努
力
す
る
こ
と
の
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
中

し
た
心
象
（
８
菌
、
）
が
適
宜
に
ま
さ
に
平
等
に
は
た
ら
い
て
い
る
こ

と
が
そ
の
心
の
平
等
性
で
あ
る
（
目
ぐ
冨
切
や
鵠
』
‐
》
）
。

｜'
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⑳
〈
釈
論
〉
心
の
平
等
性
等
に
よ
っ
て
、
拾
の
最
初
・
中
間
・
最
後

の
状
態
が
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
所
以
は
、
捨
と
結
び
つ
い
た
心
は
、

沈
滞
（
旨
冨
）
等
な
る
不
等
性
（
ぐ
凰
箇
日
憩
）
が
な
い
か
ら
、
最
初
よ

り
平
等
（
困
日
い
）
で
あ
る
。
そ
の
次
に
、
〔
こ
れ
以
上
〕
造
作
す
る

こ
と
の
な
い
こ
と
に
も
た
ら
す
か
ら
平
穏
Ｓ
Ｈ
院
鼻
冒
）
で
あ
る
。

そ
の
次
に
、
染
汚
へ
の
懸
念
（
＄
爵
ｐ
）
が
な
い
か
ら
自
然
に
置
か
れ

た
こ
と
（
餌
口
習
冒
魍
ぐ
ゅ
牌
冒
国
）
で
あ
る
（
シ
の
国
口
勺
翅
。
‐
鵲
）
。

⑳
〈
述
記
〉
容
者
受
也
。
由
三
不
放
逸
先
除
二
雑
染
一
故
、
於
二
捨
位
一

不
し
容
。
受
之
《
為
二
不
容
依
却
是
捨
作
用
（
続
蔵
池
・
三
四
七
右
上
）
。

⑳
！
〈
釈
論
〉
不
害
は
ま
た
、
無
順
と
別
の
も
の
で
は
な
い
か
ら
仮
有

（
冒
四
言
苔
陣
‐
ｍ
鼻
）
で
あ
る
と
知
る
今
へ
き
で
あ
る
（
シ
の
画
戸
ご
翌
‐
陰
）
。

陸
沙
ロ
．
で
は
「
無
瞑
善
根
一
分
」
と
な
っ
て
い
る
。

〈
述
記
〉
無
順
善
根
顕
二
所
依
体
一
（
続
蔵
測
・
二
四
七
右
下
）
。

⑳
〈
述
記
〉
心
悲
悪
者
顕
一
此
行
相
一
別
対
．
治
圭
見
不
損
悩
是
此
作

用
。
悲
懲
・
不
損
二
義
無
し
差
（
同
）
。

〈
三
十
頌
釈
〉
悲
（
冒
昌
目
）
と
は
菌
（
楽
）
を
抑
制
す
る
こ

と
（
昌
鼠
ｇ
）
で
あ
る
。
菌
と
は
楽
（
印
烏
冒
）
の
こ
と
で
あ
り
、

楽
を
抑
制
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
悲
あ
る
人
は
他

⑳
〈
三
十
頌
釈
〉
そ
の
次
に
、
修
習
が
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
反
対
の
〔
心
象
〕
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
れ
に
つ
い
て

の
懸
念
が
な
く
な
る
と
き
、
憎
沈
・
棹
挙
の
対
治
の
た
め
の
動
機
に

対
し
て
〔
心
の
〕
発
動
ａ
ｇ
ｏ
咽
）
を
作
し
て
い
な
い
者
に
は
、
自

然
の
状
態
が
あ
る
。
〔
そ
れ
が
〕
心
の
自
在
性
（
四
目
ｇ
ｏ
魑
団
）
で
あ

る
（
目
ぐ
旨
の
．
や
麗
函
‐
画
）
。

〈
述
記
〉
・
善
心
相
続
不
し
慮
二
染
生
《
任
運
恒
時
住
二
無
功
用
一
（
続

蔵
測
・
三
四
七
右
下
）
。

以
上
、
我
々
は
、
『
集
論
』
に
お
け
る
善
心
所
の
定
義
を
め
ぐ

る
諸
問
題
に
つ
い
て
論
述
し
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

な
興
味
深
い
問
題
点
を
見
出
し
た
。

一
、
説
一
切
有
部
に
お
い
て
は
、
各
心
所
は
独
立
し
た
実
法
と

し
て
、
そ
の
作
用
が
互
い
に
包
摂
し
た
り
交
錯
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
『
集
論
』
を
中
心
と
す
る
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
に
お

い
て
は
、
他
の
心
所
の
一
分
で
あ
っ
て
も
、
仏
道
修
行
に
お
い
て
、

あ
る
い
は
心
理
学
的
に
重
要
と
見
ら
れ
る
心
理
現
象
は
、
そ
れ
を

心
所
と
し
て
別
立
し
た
。
慧
よ
り
無
擬
を
別
立
し
て
善
心
所
に
収

め
た
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
善
心
所
以
外
に
も
、
五
見
の
二
を

慧
よ
り
別
立
し
た
り
、
忘
念
・
不
正
知
・
散
乱
を
念
・
慧
・
定
よ

り
別
立
し
て
、
後
の
唯
識
教
学
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の①

い
く
つ
か
を
仮
法
で
は
な
く
実
法
で
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
様
な
考
え
方
は
、
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
に
お
い
て
、
不

放
逸
・
捨
・
不
害
の
三
心
所
を
仮
法
と
し
な
が
ら
も
善
心
所
に
収

め
る
こ
と
を
許
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
精
進
を
伴
っ

た
三
善
根
に
基
い
た
善
法
の
修
習
と
心
の
防
御
と
い
う
は
た
ら
き

人
の
苦
へ
の
苦
悩
を
も
っ
者
で
あ
る
か
ら
、
而
も
こ
れ
は
〔
他
を
〕

悩
害
さ
せ
な
い
こ
と
を
機
能
と
す
る
角
ぐ
旨
ｍ
己
路
割
‐
の
）
。

四
む
す
び

ワ員
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を
不
放
逸
と
規
定
し
、
ま
た
、
そ
の
別
の
一
面
で
あ
る
心
の
平
等

性
を
捨
と
規
定
し
た
。
さ
ら
に
、
不
害
は
、
無
瞑
の
一
部
で
あ
る

悲
の
こ
と
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
前
記
の
こ
と
は
、
心
所
の
解
釈
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。
例
え
ば
、
勝
解
と
欲
の
一
面
を
信
の
行
相
で
あ
る
と
し

て
、
信
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
実
践
的
解
釈
を
与
え
、
そ
れ
が
後
の

仏
教
思
想
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
大
善
地
法
の
定
義
に
お
い
て
、
他

の
人
々
の
説
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
定
義
の
す
べ
て
が
、
大
乗
ア
ビ

ダ
ル
マ
思
想
に
お
け
る
善
心
所
の
定
義
と
関
連
の
あ
る
こ
と
が
確

か
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
小
論
に
お
い
て
は
信
の
定
義
に
つ

い
て
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
が
、
同
じ
こ
と
は
、
不
放
逸
・
軽
安
・

噺
・
塊
の
各
定
義
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ

②
③

の
こ
と
は
、
ま
た
、
善
心
所
以
外
に
も
、
勝
解
・
尋
・
伺
等
の
定

義
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ

に
も
、
我
々
は
、
説
一
切
有
部
と
琉
伽
唯
識
学
派
と
の
思
想
的
交

接
や
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
と
世
親
と
の
関
連
性
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
本
稿
は
昭
和
五
十
八
・
五
十
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
一
般
研
究

Ｃ
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
昭
和
記
年
十
一
月

二
十
三
日
東
本
願
寺
に
於
て
開
催
さ
れ
た
真
宗
教
学
大
会
に
お
け
る
発
表

原
稿
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
）

註
①
吉
元
信
行
・
玉
井
威
「
梵
文
阿
毘
達
磨
集
論
に
お
け
る
煩
悩
の
諸

定
義
」
佐
々
木
現
順
編
著
「
煩
悩
の
研
究
』
（
清
水
弘
文
堂
・
昭
卵
）

二
二
六
’
二
二
八
頁
参
照
。

②
拙
稿
「
阿
毘
達
磨
集
論
に
お
け
る
心
所
法
の
定
義
」
印
仏
研
塑
’

一
・
三
四
一
頁
註
創
参
照
。

③
〈
倶
舎
論
〉
他
の
人
女
は
ま
た
説
く
。
尋
・
伺
は
〃
言
〔
を
起
ら

し
め
る
〕
行
″
（
ぐ
鼻
‐
＄
日
ｍ
圃
国
）
で
あ
る
（
シ
因
．
や
白
峰
‐
。
）
。

〈
集
論
〉
尋
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
恩
に
よ
っ
て
、
或
は
慧
に

よ
っ
て
尋
求
す
る
意
言
（
目
、
ロ
○
‐
芭
冨
）
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は

心
の
鹿
性
で
あ
る
。
伺
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。
思
に
よ
っ
て
、
或

は
慧
に
よ
っ
て
伺
察
す
る
意
言
で
あ
る
ま
た
、
そ
れ
は
心
の
細
性
で

あ
る
（
炉
緋
も
．
畠
）
。

※
略
号

固
冒
．
…
…
閂
ぎ
ぎ
圏
。
尋
息
冨
喜
患
旦
堅
昌
ご
皇
舎
ミ
醤
ゞ
且
．

ご
く
ぐ
．
切
昏
胃
国
ｏ
ぽ
ゅ
ｑ
い
、
勺
四
昇
脚
己
昌
ぐ
①
尉
詳
ぐ
ｇ
ｏ
畠
‐

○
口
計
庁
四
〕
］
の
⑳
『
・

右
以
外
の
略
号
は
拙
著
『
ア
ビ
ダ
ル
マ
思
想
』
（
前
出
）
廻
頁
司
原

典
資
料
略
符
号
」
及
び
シ
厚
登
Ｏ
巴
弓
農
目
Ｏ
威
○
己
四
昌
々
弓
．
零
！

Ｅ
茨
揚
言
暁
の
ぐ
慰
陸
。
ご
ｍ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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